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９
月
１６
日
、
第
６４
回
目
と
な
る
熊
本
母
親
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
熊
本
駅
前
・
森
都
心
ホ
ー

ル
は
満
席
で
し
た
。
「
生
命
を
生
み
出
す
母
親
は
、
生
命

を
育
て
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
会
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

６０
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
、
女
性
の
社
会
参
加
・
地
位

向
上
や
男
女
の
平
等
は
大
き
く
前
進
し
て
き
ま
し
た
。
国

連
で
採
択
さ
れ
た
女
性
差
別
撤
廃
条
約
か
ら
は
や
４０

年
、
今
年
６
月
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

禁
止
す
る
条
約
・
勧
告
が
採
択
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
へ
と
、
世
界
は
さ
ら
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
日
本
は

も
と
よ
り
、
世
界
中
の
女
性
た
ち
が
声
を
上
げ
続
け
て
き

た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
大
会
の
記
念
講
演
は
、
女
性
医
師
と
し
て
水
俣

病
問
題
に
取
り
組
み
、
患
者
・
家
族
の
方
々
を
支
え
、
と

も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
板
井
八
重
子
さ
ん
が
そ
の
思
い

を
語
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
と
し
て
母
親
と
し
て
語
ら
れ
た

い
の
ち
の
大
切
さ
、
一
方
で
企
業
の
利
益
優
先
か
ら
奪
わ

れ
た
命
へ
の
無
念
さ
と
怒
り
。
い
ず
れ
も
、
参
加
者
の
胸

に
迫
る
も
の
で
し
た
。 

学
ん
だ
こ
と
を
心
に
刻
み
、
社
会
進
歩
の
た
め
に
、
私

も
一
歩
一
歩
す
す
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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教育現場から寄せられてい

る最も切実な声が「教員の数を

増やしてほしい」というもので

す。なす議員は、「授業の準備

時間も本来必要な時間の３分

の１しかとれていないこと」

「精神的な病気にかかる教師

がここ３０年間で５倍に増え

ている」など指摘し、「子ども

たちと向き合い、質の高い教育

を実践するために教員の数を

増やすべき」と質しました。 

 

教育長からは、「現状で

は、人材と財源の確保が困

難」と答弁しました。これ

に対し、なす議員は「市全

体の事業を見直し、財源確

保を」と大西市長に訴えま

した。 

現在、小学４年生までと中学

１年生までに導入されている３

５人学級について、小中学校全

学年に拡大するよう求めまし

た。なす議員は、現場の先生か

らの「少人数学級から切り替わ

る小学５年時に、特別な支援が

必要な子どもたちへの対応が十

分にできていない」などの声を

紹介し、全学年への拡充を求め

ました。教育長は「教室と教員

確保の課題がある」と答弁しま

したが、少人数学級の拡大は現

場の強い願いです。 

島根県教育委員会は、①給与に

反映させる目的のもとで、人事評

価制度の設計を行うことは困難。

②教育活動は、教職員のチームワ

ーク、保護者との相互関係に大き

く関連するため、教員個人の業績

のみ関連付けるのはないなじま

ない。③学校現場のチームワーク

を阻害することになるとの理由

で、同制度を導入していません。 

なす議員は人事考課制度につ

いて、「学校現場のチームワーク

に亀裂を与え、教育の質の低下に

つながりかねない。現場の教員か

らも教材研究や授業実践の教

員間同士の交流が減ったとの

声があがっている」など問題点

を指摘し、同制度の導入を行わ

ないよう求めました。教育長

は、「すでに導入している自治

体の効果や課題を見極め、導入

の可否を判断する」と答弁しま

したが、制度導入はすべきでは

ありません。 
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保育・幼児教育の無償化

が１０月から始まります。

「無償化」の対象年齢は３

～５歳は原則全世帯、０～

２歳は住民税非課税世帯と

なっています。しかし、無

償化とはいいつつも、食材

費の負担など、年収３６０

万円以上の世帯は実費負担

となるなど、保護者への負

担は残った形になります。熊本

市はこれまで実施していた第

2子、第 3子への補助を引き続

き実施します。 

なす議員は、無償化から外れ

た世帯の副食費を全額補助す

る兵庫県高砂市などの事例を

示し、市独自に完全無償化を実

施するよう求めました。 

 

無償化に伴い、園にとっ

てはこれまで行う必要の

なかった副食費の集金業

務が新たに加わります。 

また、副食費４５００円

を徴収する代わりに、これ

まで生活費として支給さ

れていた５０９０円が減額

となります。差し引きで約

６００円収入減（定員９０

人の園では年間６０万円以

上の減収）となる問題を取

り上げ、市への対応を求め

ました。 

士の賃金の低さや処遇の

あり方がある」と指摘。保

育士の賃金の引上げや処

遇改善に取り組むよう求

めました。 

待機児童・保留児童の解消

に向け、保育士の確保は重要

な課題です。 

なす議員は、保育士の確保

が困難な大きな理由に「保育

※【みなし仮設住宅の入居期限が切れた高齢者ご夫婦の事例】 

市営住宅は、ペット不可だったため入居をあきらめる。収入に見合

った賃貸住宅を見つけることができず、期限を迎える。現在の大家

と再契約。夫婦の年金はあわせて月１０万程度、そのなかから６万円

の家賃を負担。７０代の夫が仕事に出るようになる。 

熊本地震からの生活再

建について、なす議員は、

入居期限を迎え、仮設住宅

から締め出された住民

（※）の実態を示し、延長

要件の緩和、公営住宅との

差額補助制度の創設を求め

ました。大西市長の「家賃

補助は考えていない」との

被災者の声に背を向ける答

弁は、大いに問題です。 

※【医療費減免打ち切り後、受診抑制となった方の事例】 

６７歳男性。もともと肝硬変の治療をしていた方。熊本地震で住ま

いは全壊。医療費減免制度を利用していたが、減免終了とともに治

療を中断。今年、病気悪化で緊急入院。現在、自宅療養中。 

震災後、わずか 1 年半で

医療費減免制度が打ち切ら

れました。 

なす議員は、医療費減免

の打ち切りで、医療機関に

かかれなくなった事例を示

し、減免の再開を求めまし

た。 

大西市長は「全体的に

見れば受診抑制に至って

いない。再開は困難」と、

冷たい答弁に終始しまし

た。 

党市議団として、再開

を引き続き求め、取り組

んでいきます。 
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